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こんな電話は詐欺！★ 息子や孫を装い「トラブル解決にお金が必要」などと電話をかけてきた犯人に 自宅や指定の場所でお金をだまし取られる被害が多発 ★ 不審な電話は迷わず110番！

40歳～74歳の方の特定健康診査・特定保健指導 糖尿病の重症化を防ぎましょう

健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康診診診診診診診診診診診査査査査査査査査査査査・・・・・・・・・・・がががががががががががんんんんんんんんんんん検検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診診

歯科健診で歯と口の健康を保ちましょう



29年度 歯と口
の健康週間標語)

指定文化財（2件）

若若
者者
専専
門門
相相
談談

　
一
人
一
人
の
状
況
を
丁
寧
に

お
聞
き
し
支
援
す
る
こ
と
で
、
安

心
し
て
歩
め
る
環
境
を
整
え
ま

す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
就
労
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
提
案
す
る
ほ

か
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
利
用
中
の
方
の

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
あ
ん
だ
ん

て
を
利
用
す
る
全
て
の
方
に
ご

利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

はは
じじ
めめ
のの
一一
歩歩
応応
援援
事事
業業

　
「
就
労
経
験
が
な
い
」「
自
分
に

合
っ
た
働
き
方
が
分
か
ら
な
い
」

な
ど
不
安
や
悩
み
を
抱
え
る
若

者
を
対
象
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

や
企
業
見
学
会
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
な
ど
で
就
職
へ
の
「
は
じ
め

の
一
歩
」
を
応
援
す
る
最
長

8か

月
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

【
対
象
】
区
内
在
住
の
若
年
非
就
業

の
方
（
週

20時
間
以
下
の
就
労
は

可
）
、

8名
程
度

【
申
込
み
】

7月

21日

ま
で
に
あ

ん
だ
ん
て
へ
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ああ
んん
だだ
んん
てて
支支
援援
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム

　
区
勤
労
者
・
仕
事
支
援
セ
ン
タ

ー
が
助
成
す
る
、
団
体
・
企
業
が
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生
か
し
若
者

の
就
職
準
備
を
応
援
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。
　


グ
ル
ー
プ

S
S
T

　
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

　
生
活
ス
キ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

　
人
と
関
わ
る
コ
ツ
や
、
自
分
を

生
か
す
方
法
な
ど
を
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
（
講
座
・
話
し
合
い
・
料
理
な

ど
）
を
通
し
て
考
え
ま
す
。

【
実
施
団
体
】

N
P
O法

人
星
槎
教

育
研
究
所


就
労
に
向
け
た
社
会
参
加

　
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
　

「
人
と
関
わ
る
の
が
苦
手
だ
け

ど
、
外
に
出
る
き
っ
か
け
が
ほ
し

い
」
と
感
じ
て
い
る
方
向
け
に
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
就
労
を
支
援
し
ま
す
。

【
実
施
団
体
】
㈱
キ
ズ
キ


お
仕
事
現
場
見
学
ツ
ア
ー

　
仕
事
や
あ
い
さ
つ
、
マ
ナ
ー
な

ど
を
学
ぶ
ほ
か
、
現
場
を
見
学
す

る
な
ど
し
、「
働
く
」
イ
メ
ー
ジ
を

つ
か
む
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

【
実
施
団
体
】

N
P
O法

人
ワ
ー

カ
ー
ズ
コ
ー
プ


心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
（
仕
事
と
心
の
相
談
室
）

　
不
安
を
感
じ
た
と
き
に
自
分

の
ペ
ー
ス
で
就
労
す
る
こ
と
を

目
指
す
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
す
。

【
実
施
団
体
】
日
本
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
・
セ
ン
タ
ー


高
卒
認
定
試
験

　
受
験
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
高
卒
資
格
が
な
い
た
め
進
学

や
就
職
が
難
し
い
方
向
け
に
少

人
数
制
の
学
習
支
援
を
し
ま
す
。

【
実
施
団
体
】
㈱
キ
ズ
キ

…
…
…
〈
以
下
共
通
〉
…
…
…

【
会
場
】
区
勤
労
者
・
仕
事
支
援
セ

ン
タ
ー
（
新
宿

7―

3―

29、
新

宿
こ
こ
・
か
ら
広
場
内
）
ほ
か

【
問
合
せ
】
あ
ん
だ
ん
て

（

3
2

0
0）

3
3
1
1・


（

3
2
0
8）

3
1
0
0へ

。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（


h
ttp

://a
n
d
a
n
te

-

sh
in

ju
k
u
.n

e
t/
）
で
も
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
講
座
　

①
夏
の
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
帽
子
作
り

【
日
時
】

6月

15日

午
前

10時

30分

～
午
後

2時

30分

【
持
ち
物
】
古
い
ズ
ボ
ン
や
ス
カ
ー

ト
な
ど
の
木
綿
の
布
（
約

70㎝
×

70㎝
で
異
な
る
色
柄
を

2～

3種

類
。
ほ
ど
い
て
ア
イ
ロ
ン
を
か
け

る
）
、
型
紙
用
の
紙
、
物
差
し
、
は
さ

み
、
裁
縫
道
具
、
布
に
合
っ
た
ミ
シ

ン
糸
ほ
か

【
費
用
】

300円
（
材
料
費
等
）

②
夏
の
ブ
ラ
ウ
ス
作
り

【
日
時
】

6月

27日

午
前

10時
～
午

後

4時

【
持
ち
物
】
古
布
（
和
服
地
の
場
合
は

幅

37～

38㎝
×

310㎝
、
洋
服
地
の
場

合
は
幅

110㎝
×

140㎝
）
、
裁
縫
道
具

【
費
用
】

300円
（
資
料
代
等
）

…
…
…
〈
以
下
共
通
〉
…
…
…

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
、

20

名

【
共
催
】
新
宿
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

の
会

【
会
場
・
申
込
み
】
往
復
は
が
き
（

1枚

に
付
き

1講
座
）
に

4面
記
入
例
の

と
お
り
記
入
し
、

6月

6日
（
必
着
）

ま
で
に
新
宿
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
セ
ン

タ
ー
（
〒

1
6
9・

0
0
7
5高

田
馬

場

4―

10―

2）

（

5
3
3
0）

5

3
7
4（

月
曜
日
休
館
）
へ
。
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
。

衣
類
・
着
物
・
毛
糸
の

分
別
回
収

　
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
衣
類
（
こ

ど
も
服
も
可
）・
着
物
・
毛
糸
を
回

収
し
ま
す
。
衣
類
・
着
物
・
毛
糸
は

そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
虫
食
い
・
カ
ビ
等
劣
化
し
て
い
る

も
の
、靴
・
か
ば
ん
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

衣
類
・
着
物
は
日
本
リ
・
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
協
会
で
、
毛
糸
は
エ
コ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
新
宿
の
災
害
被
災
地
支
援
事
業

「
あ
っ
た
か
を
贈
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
使
用
し
ま
す
。

【
日
時
】

6月

19日

正
午
～
午
後

4

時

【
協
力
】
日
本
リ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協

会

【
会
場
・
問
合
せ
】
環
境
学
習
情
報
セ

ン
タ
ー
（
西
新
宿

2―

11―

4、
新
宿

中
央
公
園
内
）

（

3
3
4
8）

6
2

7
7へ

。
会
場
に
駐
車
場
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　区では区文化財保護条例に基づき、区内の文化財の保護と活用を推進しています。新たに決定した指定文化財

2件、登録文化財2件、地域文化財2件を紹介します。

【問合せ】文化観光課文化資源係（第1分庁舎6階）（5273）4126・（3209）1500へ。

地地域域のの歴歴史史やや文文化化をを
未未 来来 にに つつ なな げげ よよ うう 新新新たたたななな文文文化化化財財財666件件件ががが決決決定定定

地域文化財（2件）

都市・産業、歴史分野 有隣園跡

　西新宿8－16

　大森安仁子（1856年～1941年。米ミネソタ

州生まれ）と夫の兵蔵（1876年～1913年）が、

明治44年（1911年）に、セツルメント（地域社会

奉仕）による社会事業を行うために設立した総

合福祉施設です。昭和20年（1945年）5月の空

襲で全焼し、現在は跡地に生涯学習開発財団に

よる「有隣園記念の碑」が設置されています。

区内の文化財のうち、特に重要なものを指定文化財として保護・活用していま

す。今回の指定で指定文化財は121件となります。

　区内の文化財のうち、地域において守られてきたもので地域の歴史を継承するた

めに保存する必要があると認めるものを、地域文化財として保護・活用しています。

今回の認定で地域文化財は41件となります。

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁

護
委
員
が
、
人
権
に
関
す
る
啓
発
行
事

や
全
国
一
斉
人
権
相
談
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
人

権
に
関
す
る
悩
み
を
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
毎
月
第

1・
第

3金
曜
日
（
祝

日
、

1月
の
第

1週
を
除
く
。

6月
は

2日
・

16日
）
午
後

1時
～

4時
（
受

け
付
け
は
午
後

3時

30分
ま
で
）

【
会
場
・
申
込
み
】
当
日
直
接
、
区
役
所

第

1分
庁
舎

2階
区
民
相
談
室
へ
。

【
問
合
せ
】
総
務
課
総
務
係
（
本
庁
舎

3階
）

（

5
2
7
3）

3
5
0
5へ

。

　
チ
ャ
ド
ク
ガ
の
幼
虫
は
、

5月
下
旬
～

9月
下
旬

に
ツ
バ
キ
や
サ
ザ
ン
カ
に
発
生
す
る
、
黄
褐
色
に
黒

い
模
様
の
体
長

3㎝
く
ら
い
の
毛
虫
（
写
真
）
で
す
。

毒
針
毛
が
あ
り
、
毛
に
触
れ
る
と
激
し
い
か
ゆ
み
に

襲
わ
れ
発
疹
が
で
き
ま
す
。
素
手
で
触
ら
な
い
よ
う

注
意
し
、
刺
さ
れ
た
と
感
じ
た
ら
、
セ
ロ
テ
ー
プ
な
ど

で
毛
を
取
り
除
い
た
あ
と
、
せ
っ
け
ん
で
よ
く
洗
っ

て
く
だ
さ
い
。
幼
虫
の
抜
け
殻
や
死
骸
に
触
れ
て
も

発
疹
す
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
発
疹
が
ひ
ど
い

場
合
は
皮
膚
科
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

チ
ャ
ド
ク
ガ
の
幼
虫
は
市
販
の
薬
剤
で
駆
除
で
き

ま
す
。
区
で
は
、
各
特
別
出
張
所
で
噴
霧
器
を
貸
し
出

し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
み
ど
り
公
園
課
み
ど
り
の
係
（
本
庁
舎

7階
）

（

5
2
7
3）

3
9
2
4へ

。

人権相談をご利用ください

「
働
き

た
い

」
と

思
っ
た

ら

若
年

者
就

労
支

援
室
あ
ん
だ
ん
て

を
ご

利
用
く
だ

さ
い

史跡 内村鑑三終焉の
しゅうえん

地（今井館聖書講堂跡）

　北新宿3－10－1

　キリスト教思想家の内村鑑三（1861年～1930年）

が、明治40年（1907年）11月から亡くなるまで暮らし

た家の跡で、今井館聖書講堂が併設されていました。

鑑三は、主義や思想にとらわれず幅広い交流を行っ

た文化人で、キリスト教思想家としては「無教会主義」

を提唱しました。聖書講堂は昭和10年（1935年）に移

築され、目黒区中根に現存しています。

生活、歴史分野

太宗寺の閻魔大王開帳

　新宿2－9－2

　
働
く
こ
と
や
自
立
に
不
安
や

悩
み
を
感
じ
て
い
る
、
区
内
在

住
の

15歳
～
お
お
む
ね

39歳
の

若
者
の
就
労
・
復
学
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
無
料
で

利
用
で
き
ま
す
（
交
通
費
等
は

自
己
負
担
）
。

6月1日は「人権擁護委員の日」

チチャャドドククガガのの幼幼虫虫にに

ごご注注意意くくだだささいい

登録文化財（2件）

有形民俗文化財

旧源兵衛村の庚申塔

　西早稲田3－24（私有地につき非公開）

　延宝3年（1675年）に、8名の施主により造

立されました。塔身部が丸柱型の庚申塔は、都

内では類例が少なく貴重な事例です。源兵衛

村は江戸時代のはじめに豊臣の遺臣とされる

小泉源兵衛が開墾したと伝えられる村で、8名

の施主は源兵衛村に縁ある人であると思われ

ます。

　江戸時代、毎年1月と7月の16日

は「藪入り」と呼ばれる奉公人の休

日でした。この日は「地獄の釜の蓋

が開く日」といわれ、閻魔大王像や

十王図のある寺院ではこれを開

帳し、参拝する人々で賑わいまし

た。太宗寺では、現在もこの日に閻

魔大王像などの宝物を開帳し、「藪

入り」の伝統を継承しています。

史跡 鈴木三重吉終焉の
しゅうえん

地（「赤い鳥」社跡）

　歌舞伎町2－23－12

　小説家・児童文学作家の鈴木三重吉（1882年～1936

年）が、昭和4年（1929年）から亡くなるまで暮らした家

の跡で、ここで児童文芸雑誌『赤い鳥』の編集・出版を行

いました。三重吉は、東京帝国大学で夏目漱石に師事

し、漱石山房の木曜会に参加しました。『赤い鳥』には、

芥川龍之介・北原白秋・島崎藤村らの作品が寄せられ、

18年間に196冊を刊行しました。

　区内の文化財のうち、保存する必要があるものを登録文化財として保護・活用し

ています。今回の登録で登録文化財は51件となります。

有形文化財（歴史資料）

市谷亀岡八幡宮の

几号水準点（水鉢台座）
　市谷八幡町15

　内務省地理寮は明治初期にイギリス

式の水準点を導入し、東京を中心に几

号水準点を各地に設置しました。この

几号水準点は、明治8年（1875年）ころ

に境内の水鉢の台座に水準点を刻印したもので、当時の実測

図によると標高94.8尺(約28.7m)と記されています。
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